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一般社団法人日本ワクチン産業協会 理事長 殿

厚生労働省健康局結核感染症課長

開発優先度の高いワクチンの研究開発について（開発要請）

平素より、予防接種行政の運営に多大なご協力をいただき、厚く御礼申し上げます。

さて、平成25年10月31日に開催された第５回厚生科学審議会予防接種・ワクチン分科会研究開発及び生産・流
通部会において、開発優先度の高いワクチンとして、①麻しん・風しん混合（ＭＲ）ワクチンを含む混合ワクチン、②
百日せき・ジフテリア・破傷風・不活化ポリオ混合（ＤＰＴ－ＩＰＶ）ワクチンを含む混合ワクチン、③経鼻投与ワクチン
等の改良されたインフルエンザワクチン、④ノロウイルスワクチン、⑤ＲＳＶワクチン及び⑥帯状疱疹ワクチンが選
定されました。

また、同年11月28日に開催された第６回同部会において、百日せき・ジフテリア・破傷風・不活化ポリオ混合（ＤＰ
Ｔ－ＩＰＶ）ワクチンを含む混合ワクチンの開発に当たっての留意事項として、初回接種の接種時期については、現
在のＨｉｂワクチン（生後２月～７月に開始し、20日から56日の間隔をおいて３回）にあわせる形で検討すべきとの方
針が示されました。

上記の検討結果を踏まえ、貴会所属の会員企業に対し、これらのワクチンの開発を要請いたしますので、周知を

お願いいたします。なお、開発する混合ワクチンの接種時期については、必要に応じ、個別にご相談いただきます
ようお願いいたします。

今後とも、予防接種行政へのご理解及びご協力をいただきますよう、よろしくお願いいたします。

開発優先度の高いワクチンの開発要請を依頼
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に関する研究
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新興・再興感染
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新興・再興感染
症に対する国際
ネットワーク構築
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＜研究課題＞

新興・再興感染症に対する革新的医薬品等開発推進研究事業

大学 研究機関 医療機関

民間企業との連携
（迅速診断法・ワクチン開発等）

国内外の様々な感染症に
対する研究

国立国際医療
研究センター等

国立感染症研究所
地方衛生研究所 等

J-GRIDと連携

インフルエンザ、薬剤耐性菌
デング熱、下痢症感染症

＜J-GRID 4大重点課題＞

国内外の様々な感染症に関する疫学的調査及び基礎研究並びに基盤技術の開発等を実施し
感染症対策の強化を推進するとともに、診断薬、治療薬及びワクチン等の創薬研究開発を一体的に推進する

総合的な感染症対策の強化

・台湾CDC
・中国CDC
・インドNICED
・ベトナムNIHE
・ブラジルLIKA
研究所

等

J-GRID海外拠点（9カ国9拠点）
ザンビア共和国・フィリピン共和国・中華人民共
和国・ガーナ共和国・ミャンマー連邦共和国・
タイ王国・インドネシア共和国・インド・

ベトナム社会主義共和国

海外研究機関との連携

海外 国内

【AMED提供】
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我が国における薬剤耐性対策の取組
我が国における薬剤耐性(AMR)の対策としては、これまで抗菌薬等の研究開発に始まり
、医療施設内における感染管理を中心とした感染対策や動物への抗菌剤の適正使用の徹底
等の分野での取組を中心に進めてきた。

研究開発

我が国は、1950年代以降、新規抗菌薬を数多く開発し、それらが世界標準で使用されて
きた。特に我が国で開発されたコリスチン、アミカシン、メロペネム等は、現在において
も多剤耐性という高度な薬剤耐性菌に対抗できる数少ない抗菌薬である。一方で、感染症
が主要な死因ではなくなり、製薬開発の世界的な主流がより継続的な利益が見込める非感
染性疾患(NCDs)に対する薬剤開発へと移行するとともに、1990年代以降、こうした新規抗
菌薬開発は停滞していった。

一方で、健康・医療戦略推進法（平成26年５月法律第48号）及び日本医療研究開発機構
法(平成26年５月法律第49号)に基づき、平成27年４月に、日本医療研究開発機構(AMED)
が設立された。日本医療研究開発機構(AMED)は、健康・医療戦略推進本部の下、「医療
分野研究開発推進計画」（平成26年７月健康・医療戦略推進本部決定）に基づき、基礎か
ら実用化までの一貫した研究開発を推進している。同機構では、感染症について、重点的
に推進しており、感染症から国民及び世界の人々を守るため、感染症に関する国内外での
研究を推進するとともに、その成果をより効率的・効果的に治療薬・診断薬・ワクチンの
開発等につなげることで感染症対策の強化に取り組んでいる。

薬剤耐性（AMR）対策アクションプラン
National Action Plan on Antimicrobial Resistance 2016-2020

平成28年４月５日

（抜粋）
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(2) 危険性の高い病原体等の感染症関係の研究開発の推進
「医療分野研究開発推進計画」（平成26年７月22日健康・医療戦略
推進本部決定）に基づき、一類感染症の病原体等に係る研究開発を
はじめ、感染症関係の研究開発を、国立研究開発法人日本医療研究開
発機構（AMED）による基礎から実用化まで切れ目ない研究支援の
下で着実に推進する。これにより、科学的根拠に基づく施策の推進を
図るとともに、研究成果を治療薬・診断薬・ワクチンの開発等につな
げるほか、国際共同研究等を推進し、大学等研究機関の人材育成を図
る。【内閣官房、文部科学省、厚生労働省】

国際的に脅威となる感染症対策の強化に関する基本計画

平成28年２月９日 （抜粋）

４．感染症研究体制推進プロジェクト
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